






前回の報告の中で,以後の課題として,1.標準化:(正常出産群から対象を選定し,可及的に

縦断的に諸発達をチェックし必要数を満たした時点で各々の項目の月齢と対比させた発達

のプロフィールを作成し,再度検討した上で,各セクションの横系列および縦系列の配置,

組み合わせを考慮し標準化する。)2.標準化後の当評価表の位置づけ:(当園における乳幼児

評価の第一選択とし,各パートが共通の評価基盤とする事は当然の事であるが,さらにこれ

を地域の保健所,育児施設等で療育にあたる職員間にひろめ,相互の意見を交換し,さらに

良いものへと発展させ日本の乳児発達評価の一方法として提案する。)3,評価表の評価対象

者年齢の延長:(最終的には 6歳までの各プロフィールの各時点における標準的発達の幅と

歪みが容易に,かつ正確に誰にでも評価出来るものとする。)をあげた。 


